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トルコギキョウ切り花の日持ちに及ぼす前処理剤と輸送時の水揚げ剤の影響 

  トルコギキョウ切り花は、高温期はＳＴＳと糖類が主成分の処理剤、低温期はＳＴＳが

主成分の処理剤を用いた前処理で日持ちは向上する。湿式輸送の場合は、前処理をＳＴＳ

が主成分の処理剤で行い輸送時の水揚げに栄養補給剤を用いると日持ち向上効果が高い。 

           農業研究センター農産園芸研究所花き研究室（担当者：工藤陽史） 

 

 

 

 

切り花では日持ちの良さが求められる。トルコギキョウは、収穫後の切り花にエチレン生成

阻害剤（チオ硫酸銀：以下 STS）を用いた前処理で日持ちが向上し、糖を吸収させることで

生け花後の開花が良いことが明らかにされている。そこで、前処理および輸送時の水揚げが日

持ちに及ぼす影響を明らかにする。 
 

 

 

 

１．前処理剤は、高温期の収穫では STS と糖類が主成分のｸﾘｻﾞｰﾙﾕｰｽﾄﾏ、低温期の収穫では

STSが主成分のｸﾘｻﾞｰﾙ K-20C で相対新鮮重の低下と萎凋小花の発生が抑えられる（表１、

図１）。 

 

２．前処理にｸﾘｻﾞｰﾙ K-20C、輸送時に栄養補給剤のｸﾘｻﾞｰﾙﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ 2 を用いると葉の萎

れ（水下がり）と萎凋小花の発生に伴う相対新鮮重の低下が遅い（表２、図２、図３）。 

 

 

 

 

１．日持ち試験（生け花）は、25℃設定、日長 1,000Lux×12 時間照明の恒温室内で、生け

水に水道水を用い毎日交換した。 

 

２．試験で利用した前処理剤  

ｸﾘｻﾞｰﾙ K-20C：主成分がチオ硫酸銀の生産者用切り花鮮度保持剤 

   ｸﾘｻﾞｰﾙﾕｰｽﾄﾏ：主成分がチオ硫酸銀、糖類、抗菌剤の生産者用切り花鮮度保持剤 

   ｸﾘｻﾞｰﾙﾊﾞｹｯﾄ：生産者用の栄養剤を含まない湿式輸送時生け花用 

   ｸﾘｻﾞｰﾙﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ 2：一般業務・輸送用（遅咲き用）の水揚げ促進・栄養補給剤 

研究のねらい 
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普及上の留意点 
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